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野山の花　— 身近な山野草の食効・薬効 —
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長く伸び長さ 30 〜 45cm にもなります。花は 11
月，短い新葉の間に 1 〜 3 個生じ，薄紫色で甘
い香りを放ちます。花冠は筒状で 6 深裂，雄しべ










が良いとのことです。成分としては，カロテノイド（黄色色素）の crocin (crocetin digentiobiose 
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野山の花　  ̶身近な山野草の食効・薬効 ̶
ester) やモノテルペン配糖体（苦味成分）の picrocrocin，精油の safranal などが報告されています。
日本市場の大部分はスペインからの輸入品で年間，約 2 トンが輸入され，国内では熊本，鳥取，大
分の各県で生産され，近年，埼玉県鶴ヶ島市でも生産されています。
　サフランの栽培については 12 月から 4 月の間は畑で球根を育てますが，その他の期間は室内に
保管し，11 月，暗室で開花させます。11 月上旬，開花は一斉に始まります。花が咲くと，まず花
を摘み，その後，赤く垂れ下がる雌しべの摘み取りを行います。この作業がサフランの収穫では最





　園芸屋さんでは，特に春，花の咲くのを “ クロッカス ”，秋，咲くのを “ サフラン ” と呼び，区別
していますが，植物種としてはどちらも同じ C. sativus です。しかし，花の造りはやや異なり，ク
ロッカスの雌しべはサフランのように長く，赤くありません。また，名前も見た目も良く似ている
イヌサフラン Colchicum autmnale は，ユリ科に属し球茎などにアルカロイドの colchicine を含み，
colchicine は抗痛風薬としては有用ですが，本植物は有毒なので要注意です。
